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   LMWD has been widely used because of its beneficial effects of antisludging and disaggre-
gation. 
   Urologists has also interested in the plasma expander, because the recent progress of the 
urological surgery has become to require a large volume of blood transfusion. 
   The best plasma expander in the field of urology must be theone not only to maintain the 
blood pressure and the circulation volume, but also to have a good effect on the renal func-
tion. 
   The purpose of the following experimental and clinical studies is to evaluate the effect of 
LMWD on the renal hemodynamics. 
   Experimentalstudy  : 
   1) The response of LMWD (Dextron and Dextron A) on the renal function was studied 
in 24 anesthetized mongrel dogs. 
   2) After bleeding of 2% body weight, the same volune of the blood or LMWD was 
transfused intravenously. Before and after transfusion, urine volume, urine osmolarity, serum 
electrolyte, hematocrit, systemic blood pressure, renal perfusion pressure, urea index, direct 
renal blood flow, PAH clearance and inulin clearance were measured. 
   3) LMWD was transiently as effective as the blood tomaintain the systemic blood pres-
sure and the circulation volume. LMWD was more ffective than the blood on recovery of the 
renal function. 
   4) Change of the serum electrolyte was negligible, and the use of mannitol after trans-
fusion of LMWD was more effective. 
   Clinical study  : 
   During and after various urological surgical procedures (temporary ischemic kidneys ; 4 
 cases, the  others  ; 24 cases), before and after translumbar ortographies (10 cases), and as the 
extracorporal circulation of the hemodialysis, LMWD was infused and renal function was 
measured. LMWD had good effect on the clinical renal function. 
   LMWD is a just suitable plasma expander in urology.
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の第1,2,3群 に分け,第1群 は体重の2%を 約10
分間で右側上腕動脈より潟血し,10分後同量の血液を 、
約10分間で同部より輸血した.第2お よび3群 は血液 「
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第5図 潟血デキス トロソA静注例(10kg♀)
潟血後,濾 血量と同量のデキス トロンA液を静注すると,全身血圧,腎 灌流圧は濾血前の状態とな
り,腎血流量は潟血前の約95%恢復している.























































第7図 血 圧 お よびHt値 の 変 動
全 身 血圧 は体 重 の2%濾 血 に よ り平 均
35mmHg下降 し輸血 また は 輸 液 に よ り
潟 血 前 の状 態 に 恢 復 す る.輸 液 の場 合
Ht値 は,潟 血 前 の54%とな る,
初
mmH9腎 灌 流 圧
第6図 デ キ ス トロ ンA液 静 注 後20%マ
ソ ニ ッ トール 使 用例(14kg6)
デ キス トロ ソA液 静 注後,さ らに20%マ
ン ニ ッ トール 液 を静 注す る と,腎 血 流量
は 約20%増 加 し,腎 灌 流 圧 は 約20mmHg
下 降 す る.
(第12図)
4)実 験 成 績 の 小 括 な らび に考 按:
低 分子 デ キ ス トラ ソ(LMWD)は 平 均 分 子量40,000
のpolysaccharidsで糸球 体 膜 を 通 過 し,腎 よ り速や
か に排 泄 され る.そ のantisludgingeffect,disaggr-
egationeffect等microcirculationの障 碍 に 対 して,
極 め て優 れ た 効 果 を 持 っ て い る こ とが 広 く認 め られ て
お り,す で に 各科 領 域 で利 用 され てい る.Mooreは
LMWDの 作 用 を 次 の4つ に 要 約 して い る.すな わ ち,
i)全血 の水 分 容 積 を 増 し,ii)赤血 球 の濃 度 を下 げ,




















































汚 血 前 落 血御0分 輸血又は輸液後
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血 球 表 面 の負 電 荷 を 高 め,血 球 相 互 の反 挑 力 を増 大 し
てaggregationを予 防 す る.iv)LMWDは 赤 血 球 表
面 を 被覆 す る も の と 考 え ら れ,aggregationとか
sludgeを発 生せ しめ 易 い 粘着 性 のproteinsubstance
を 除 く.そ して,Bergentzeta1・はLMWDの 使 用
適 応 と して 次 の もの,す な わ ち,三)burns,ii)crush
injuryandfatembolism,iii)toxicshock,iv)
う写血 前 澤 血後砂分'輔 血 又ほ輸 液後











contrastmediumintravascularyをあ げ て い る.ま
た 不 適 応 と し て,i)pulmonaryedema,ii)marked
thrombocytopenia,iii)10calizedsepticprocesses
を あ げ て い る.
今 回,わ れ わ れ もLMWDの 作 用,特 に 腎 に 対 す
る 効 果 を 調 べ る た め に 上 記 実 験 を 行 な っ た の で,そ の
実 験 成 績 に 基 づ き 多 少 の 考 察 を 加 え た い,








































































細管→毛細静脈→小静脈と移行 す る間 の各 段 階 に
shuntがあり,また分岐部にはprecapillarysphin-
















5)窒 素排 泄 能 力;Lindsayetal.は術 後 の 腎機
能 障碍 の指 標 と してRenalexcretoryindexすな わ ち
(尿中_里鈴×1日尿量血 urea 00)を 計算… の 値・・略・腎
機能障碍 の程度 と一致すると述 べている.わ れわれ



























の増加およびHt値 の減少,② われわれの実験 で も














H.臨 床 的 研 究






















使用方法 は,デ キス トロンA液1日 量500m1～






腎結石症例で,う ち1例 は 両側性珊瑚状結石で あっ
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組 織 所 見=間 質 の炎 症 像 が 高 度 で,糸 球 体 の 硝 子 様
化 した もの も極 め て多 い(第15図)
術 後 経過:術 後 デ キ ス トロ ンAを1日500m14日
間 輸液 した.経 過 は 良 好 で 腎 部 単 純 レ線 像(第16図)
で結 石 の 残 存 な く,術 後10日 目の 排 泄 性 腎孟 レ線 像
(第17図)で左 腎 造 影 剤 の排 泄 お よび 腎孟 腎 杯 の形 態
は術 前 に 比 し良 好 とな って い る.術 後20日 目の分 腎 機
能 は,右 腎PBR610m1/min.,GFR62m1/min.,
左 腎PBR240rn1/min.,GFR43m1/min.,で左 腎機
能 の 改 善 を 認 め る 。
症 例 ∬.
患 者:関 ○ 房 ○,44才,会 社 員.
家 族 歴,既 往 歴:特 記 す べ き こ とは な い.
主 訴=肉 眼 的血 尿.
現 病 歴:昭 和35年頃 よ り両 側 腰 部 痛 を 訴 え て い た が
放 置 し てい た.昭 和41年3月25日 よ り肉 眼 的血 尿 を訴
え3月28日 当 科 を 受 診 した.
現 症:両 側 腎 部 に 軽 度 の圧 痛 を認 め る 他 著 変 は な
い.
検 査所 見:血 圧114～62mmHg,Wa-R(一),血 沈
値1時 間10mm2時 間 値28mm,
血 液 所見:赤 血 球484×104,血色 素 量(Sahli法)
98.8%,Ht値48.0%,白血 球 数10,800.
血 液 化学 所 見=UreaN10.Omg/dl,Na146.7mEq/
L,K4.OmEq/L,C1106.5mEq/L,Ca9.Omg/dl,
P3.6mg/d1,totalprotein8.Og/d1,A/G2.1.
尿 所 見:褐 色 澗 濁,反 応 酸 性,蛋 自(+),沈 渣 で
は赤 血 球(+),白 血球(+),上 皮(+),球 菌
(+)
膀 胱 鏡 所 見:著 変 を認 め ない.
レ線 所 見:腎 部単 純 レ線 像(第18図)で 両 側 腎 部 に
珊 瑚 状 結 石 陰 影 を 認 め る.排 泄 性 腎 孟 レ線 像(第19
図)で は 両 側 とも 造 影 剤 の 排 泄 は 比 較的 良好 で あ る
が,腎 孟 腎杯 は 著 明に 拡 張 して い る.
以 上 の 所見 よ り両 側 珊 瑚 状 腎 結 石 と診断 し,分 腎機
能 検 査 後 まず 左 腎に 対 す る手 術 を行 な った.分 腎 機 能
は右 腎RBF480ml/min.,GFR52m1/min.,左腎
RBF462m1/min.,GFR48ml/min,。
手 術 所 見:GOF麻 酔 に て型 の ご と く腎 部 分 別 除 術
を行 な った.な お,術 後 の 腎機 能 を経 日的 に 知 るた め
に 尿 管 痩 をお いた.手 術 時 間130分,腎阻 血 時 間70分,
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腎腫瘍3例,腎 結核3例,腎 結石2例 および 尿管
癌,腎 動脈狭窄の各1例 の計10例で,経腰的大動脈レ
























性 疾 患 名
施 行 前 腎 機 能 施 行 直 後 腎 機 能
RBF(m1/m・)IGF・(m1/m・・)『RBF(ml/m・)}・・R(m1/m・)
1西 出416左 腎腫瘍 796 82 852 90
2平 松396左 腎腫蕩 917 102 930 109
・ 定 繁 ・・16左 腎腫瘍 825 79 882 83
4松 本399右 腎結核 1,120 120 1,115 120
・i西… 回 柵 徽 927 86 940 94
・ 田 中 ・・gi両 鯛 徽 503 62 562 77
・ 細 川481・ 左腎纈 890 78 904 80
8坂 本62 6右 腎結石1,230
6右 尿管癌756
116 1 1,232 112
・ 中 野]52 90 801 98
1。1又 間1551・1雍 腎動脈狭 5アO 68 624 77












































1)雑種 成犬24頭 を用い,デ キ ス トロソお よ
びデ キス トロソA液 の 腎 に対 す る 効果 を 調べ
た.
501
2)デキス トロソお よびデ キス トロソA液 は,
循環血液量 お よび血圧 の維持 に関 しては,一 時
的に は血液 と同様 の効果が ある.腎 機能 の恢復
に関 しては,血 液 よ りも 優れてお り,LMWD
はmicrorenalcirculationの障碍 に対 して も
優 れた効果を発揮 す るもの と考 え られ る.
3)デ キス トロソ お よび デキ ス トロソA液 投
与 に よる血 中電解質の変動は軽度で,正 常範 囲
内である.
4)高張マ ソニッ トール液 の 併 用は さ らに腎
機能 を改善す る.
5)今回の 急性実験 では デキ ス トロソお よび
デキ ス トロソA液 の間 に著変 を認 めない
2.臨床的研究
1)一時的腎血 流遮 断を 要す る 手術4例,そ
の他の泌尿器科手術24例,経 腰的大 動脈 レ線撮
影施 行後に10例,お よび人工腎 の血液 稀釈 とし
て1例.計39例 に使用 し良好 な結果 を得た.
2)デ キス トロン お よび デキス トロンA液 は
泌尿器科領域 に おいて も 優れた 代用血 漿 で あ
り,泌 尿器科手術 患者 にroutineに使 用 され て








































第16図 腎部単純レ線像(術 後),結 石の
残存を認めない.
曲 』 薩・.犠議後































第19図 排泄性腎孟 レ線像,造 影剤の排泄は
比較的良好である.
灘
第20図 組織像,著 明な間質の炎症,尿 細管
の拡大および糸球体の硝子様化を認め
る.
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第22図 排泄性腎孟レ線像(術 後15日)左腎
造影剤の排泄は良好で腎孟腎杯の形態
も術前に比し改善を認める.
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第23図 逆行性腎孟 レ線像.
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第21図 腎部単純レ線像(術後),左腎に結石
の残存を認めない,
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第24図 経腰的大動脈レ線像,
